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黒岳のヤマシャクヤク
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Mori no Kaze no Kioku

諸塚でやま学校しよう！
「やま学校」とは、学校に行ったフリして山で遊ぶこと。
エコツアー「諸塚でやま学校しよう！」は、そんな山学校からヒントをもらいあるが
ままの豊かな自然と、そこに生きる人々の暮らしの姿にふれる旅になっています。
世界農業遺産にも認定された森の暮らしを心と体をフルに使って実体験する、
諸塚ならではの旅に出かけませんか？

大　人：5,000円/人
子ども：4,000円/人
村民・特別会員500円割引

（昼食代・ガイド代・体験料込）

料 金

最少4名～最大10名定員

ぷらっと
季節
のやま学校
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2024

申込は、開催1週間前の金曜日まで！

手摘み・手揉みの昔ながらの釜炒り茶づくり

「幸せを得る」花キレンゲショウマに会いに行く 夏の黒岳登山

秋の味覚を先取り！！栗ひろい

旬の原木しいたけ収穫としいたけピザづくり体験

春春
夏夏
秋秋
冬冬

手摘み・手揉みの昔ながらの釜炒り茶づくり春春
日本では貴重な釜炒り茶。中国から九州へ伝わり、今で
も諸塚村では各家庭で作られています。今年のお茶を
自分で炒ってみませんか？釜の香りがふわんと香ります。

朝ドラでも話題になった「キレンゲシ
ョウマ」に会いに大自然へ！

踏んで広げて拾ってカゴへ。ついつい
夢中になってしまいます。

肉 厚 椎 茸を原 木からきれ い に収 穫
できると嬉しさも美味しさも格別です。

集合：9時（しいたけの館21）　解散：15時頃
会場：森の古民家「やましぎの杜」

5月12日（日）5月5日締め切り

8月10日（土） 8月31日（土） 12月7日（土）・14日（土）

「幸せを得る」花
キレンゲショウマに会いに行く
夏の黒岳登山

夏夏

集合：9時（小原井公民館） 解散：16時頃
会場：黒岳

集合：10時 解散：15時頃
会場：森の古民家「桜のつぼね」

集合：10時 解散：15時頃
会場：農家民宿「新家」

秋の味覚を先取り！！
栗ひろい

秋秋 旬の原木しいたけ収穫と
しいたけピザづくり体験

冬冬
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NEWS HEAD LINE

1 第39回 諸塚山山開き2024 開催

2 夜神楽「南川神楽」復活！

3「とっておきの体験、とっておきの旅」ツアー

4 今年のアケボノツツジ、どんな感じ？

晴天の山に大集合

第39回 諸塚山山開き2024
抜けるような青空のもと開催された、諸塚山山開き2024。
心配された寒さも雪が降るほどではなく、とはいえ残雪の
なか霜柱をザクザク踏み越えての登山となりました。
毎年おなじみのウッドカットや甘酒のふるまいに加え、
今年は焚き火スペースでの交流や村外からの出店という
新たな要素が登場。24日までは諸塚村クエストⅢキャン
ペーンもあり、あわせて460名以上に諸塚村を楽しんで
いただけたようです。来年は第40回！今からワクワクです。

今年の

アケボノツツジ、どんな感じ？
例年4月中旬頃から咲き始める諸塚山のアケボノツツ
ジ。今年は暖かく、いつもより少いかもしれません。4月
に入ったら定期的に「もろつかナビ」、Facebook、
Instagram、X（Twitter）でお知らせします。
諸塚山より1週間ほど時期が早い二上山と一緒にお花見
を計画されている方、今年は五ヶ瀬町の浄専寺から二上山
への六峰街道が通行止めとなっています。諸塚山側か
高千穂町側からしか二上山へ行けないため、出発前に
道路状況をご確認ください。

椎葉村と諸塚村が協力タッグ！山を巡るとっておきの2日間
の旅が開催されました。
初日、日向市駅に集合した参加者は、まず諸塚村へ。しいたけ
の館21でニホンミツバチが集めたミツロウを溶かした鍋に
タコ糸を垂らし、オリジナルのろうそくを作ります。徐々に
大きくなるロウソクに興味津々。どんこ亭で昼食後、午後は
コマ打ちと採りの椎茸体験フルコース。
もろっこはうすでお買い物をしてから、車は一路椎葉村へ。
フットパスに山ヨガにと楽しい時間を過ごされたようです。

3/10 sun

2/24-25
タビハクツアー　世界農業遺産の村

とっておきの体験、とっておきの旅

久々の完全復活！

夜神楽「南川神楽」
2月3日のお昼から4日の朝にかけて一昼夜舞が続く
夜神楽。諸塚村の南川地区では、5つの集落持ち回りで
先祖代々続く夜神楽をこの地に繋いできました。
この数年は省略したり形を変えて行ってきた南川神楽
ですが、ついに今年完全復活いたしました！
集会場の外に建てた御神屋と来客をもてなす脇宿、暖
を取るための焚き火。神楽の笛と太鼓の音にあわせて
来客のにぎやかな声が響く夜となりました。

2/3-4

4月から
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諸塚村観光協会が管理している村内の宿泊施設は4つ。キャンプとログハウス泊ができる「池の窪グリーン

パーク」と「諸塚山渓流の里」、昔懐かしい暮らしを体験できる「森の古民家」シリーズ、農家の暮らしにどっ

ぷりひたれる「くぬぎの里農家民宿」。今回は、その内3つの3月25日現在の予約状況をお知らせします！

GWの予約状況をお知らせします

池の窪グリーンパーク
オートサイト（A） 〇 ▲

◎ ◎

◎ 〇

◎ 〇

芝生サイト（B・C）

ログハウス5人棟

ログハウス10人棟

4月末 5月頭 諸塚山渓流の里

池の窪グリーンパーク・諸塚山渓流の里は「もろつかナビ」からもご予約いただけます。予約・お問い合わせは全てしいたけの館 21　☎0982-65-0178

おたより
宿泊施設 からの

も
ろつか

方言かるた

キャンプサイト ◎…余裕あり
〇…あと半分
▲…残りわずか

◎◎
〇 〇ログハウス5人棟

4月末 5月頭

森の古民家
1棟貸し 〇 〇

4月末 5月頭



〒883-1301 宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代 3068 しいたけの館 21 内 一般社団法人 諸塚村観光協会
☎ 0982-65-0178 FAX:0982-65-0189 

お申込・詳細は「もろつかナビ」もしくは「諸塚村観光協会」まで！

メール：ecom@vill.morotsuka.miyazaki.jp https://www.morotsuka-tourism.jp/

もろつかストア
Instagram

twitter / YouTube
facebook

＼ 情報発信中！ ／

←詳細は「もろつかナビ」にて掲載中！

諸塚村観光協会
スタッフ募集中！

編集後記
皆様こんにちは。
先日、開催された諸塚山山開きは好天に恵まれ多くの皆さんに参加して頂きました。
4年ぶりの通常開催で楽しんで頂けたと思います。
元通りになるのは中々と思いますが新たな道を探りながらより良い道を模索して行きましょう。6年度も宜しくお願い致します。

ついにこの時が…今回が最後の編集
後記となりました。読みやすく楽しい
通信誌を目指してきましたが、いかが
でしたでしょうか。これからも諸塚村
で楽しく過ごしたいと思います！
また会う日まで。

尾形

３月の前半に早 と々咲き始めた山桜の
花が、春とは思えないような雷雨に
打たれて耐えていました。今年は諸塚
山のアケボノツツジも早く咲くのか
…わたくしはもろつかライフ１５年目
の春に突入するもようです。 田辺 岩切

村内外からの参加者4名での体験となった今回。まずは、事前にお湯を沸かして
いた大釜の上にドラム缶を置き、ミツマタ蒸しを開始。和紙の原料となるミツマ
タは村内の杉林に自生していたもの。しっかりと蓋をし、あとは待つのみ！
建物内に戻り、2人ずつはがきサイズの溜め漉きとA3サイズの流し漉きに分かれ
和紙体験を開始。溜め漉きと流し漉きの2つの漉き方を学び、早速実践です。和紙
の原料を混ぜ込んだ水の中へ、簾桁（すげた）と呼ばれる道具をどぷんと入れて
掬い上げる。見ていると簡単そうですが、きれいな和紙にしようと思うとこれが
なかなか難しい。よれたりシワが入ったりする度やり直し、納得のいく一枚を漉き
上げます。両方の漉き方を体験した後、どんこ亭のめんぱ弁当で昼食休憩。
炊き込みご飯に舌包みを打ちつつ、昔ながらの技術を繋げる方法など話が弾ん
でいました。
午後はミツマタの皮むき作業から。思いのほかするする剥けて感動の声が上がり、
とても楽しんでもらえたようです。最初は歓声とともに、時間が経つにつれ真剣に
ミツマタの皮を次から次へと剥いていきました。
続いては、講師による大判の和紙漉きデモンストレーション。A3サイズの流し漉き
を試していただいていたからか、大きな簾桁を振る姿を熱心に観察していました。
その後は各自分かれて、好きな作業を。大判和紙漉きに挑戦したり、和紙のライト
作りに熱中したりと寒い中和やかに時間は進んでいきました。
最後は、振り返りとお茶休憩。お土産は、先ほど剥いて残ったミツマタの枝。貴重
な体験ができたと喜んでもらえ、楽しい体験となりました。

やま学校日記✍
手すき和紙とミツマタ

冬

▲ミツマタを蒸しています

▲するんと剥けるミツマタの皮

詳細はもろっこはうす・どんこ亭にて！

毎月 日は日7 8・

1月20日（土）開催


